
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1470600915

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 特定非営利活動法人うえん会

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和7年4月17日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

訪問調査日 令和7年2月24日

事業所名 グループホーム銀の鈴

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和7年2月24日

事　業　所　名

（ 240-0035

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム銀の鈴

登録定員

通い定員

横浜市保土ヶ谷区今井町880番地

宿泊定員

定員　計

令和7年4月18日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和7年2月1日

令和6年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年4月1日指 定 年 月 日

特定非営利活動法人うえん会

1470600915
平成17年10月1日

令和7年4月17日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は特定非営利活動法人うえん会の運営です。平成12年に青葉区でグループホー
ム「銀の鈴」を開設し、平成17年に現在の所在地である保土ヶ谷区に移転して、その4年後
の平成21年にグループホーム「銀の鈴2号館」を開設し、現在は保土ヶ谷区でグループホー
ムを2ヶ所運営しています。ここグループホーム「銀の鈴」は横須賀線「保土ヶ谷」から相
鉄バス「二俣川駅北口もしくは美立橋行き」のバスに乗車し、「根下」停留所下車して徒歩
5分程の一般道から少し高台に上がった場所にあり、竹林・畑・果樹木が残る閑静で自然豊
かな環境に位置しています。グループホーム「銀の鈴」は保土ヶ谷区に移転してから今年で
20年目を迎えた実績と歴史のあるグループホームであり、今井自治会の方をはじめ、有志の
方々にも親しまれています。
●ケアについては、法人理念「地域の一員として生活できる介護支援を大切にして、その人
らしい生き方と尊厳を守り、次代を見通す介護をします」を事業所の理念として踏襲し、理
念を具現化しやすいよう6つのケア方針を掲げ、日々の支援で実践につなげています。理事
長兼管理者は、利用者・家族・職員3者にとっての「幸せ」を第一とし、利用者一人ひとり
が抱えている不安・個性・生活歴・人生観などを受容し、その方のやりたいこと、その方が
望む過ごし方で生活を送っていただけるように個々に合わせた対応、利用者同士の関係性を
職員が取り持つことで、孤立する方が居ないように支援しています。理事長兼管理者は、毎
日遅番・夜勤終了時報告を各ユニットより徹底し、職員から1日の様子（悩みなども）につ
いて報告を受け、共有することで抱え込まないよう配慮しています。
●理事長兼管理者は、家族の協力も必要不可欠であるという思いから、家族に足を運んでい
ただくきっかけとなるよう、手紙・写真・健康管理記録を郵送し、細かく心身の情報を伝え
るようにしています。

●行事やお楽しみ会は年度当初に計画を立てて、ご利用者、ご家族、自治会、近隣の
皆様、ボランティア、職員が一緒になって楽しいひと時を過ごしている。日常的な外
出には社会的リハビリとしての目的を持たせ、いきいきと日常生活を送っていただく
ための支援として実践している。
●ご家族と、地域の皆様のご協力により地域の一員としてその人らしく生活できる介
護支援に努めている。
●管理者と職員は、実践と理論を重ね合わせるため、資格試験に挑戦したりホーム内
外の研修に励んでいる。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム銀の鈴

こもれびの郷

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる

開設以来、特別会員として今井町自治会に参加している。
また運営推進会議の地域代表の方々とは会議等を通じて交
流している。今井地域ケアプラザとの相談を通じ、当事業
所も地域の社会資源として双方向に活動交流し、利用者が
地域で暮らせる基盤作りをしている。

開設以来、今井町自治会の特別会員として自治会に加入し
ています。保土ヶ谷区に移転してから今年で20年目を迎
え、今井自治会の方をはじめ、有志の方々にも事業所は親
しまれています。新たに、事業所専用のゴミ収集ストッ
カーを設置しました。また、犯罪や事件・事故も増えてい
ることから、地域の防犯対策も兼ねて事業所外に防犯カメ
ラを設置するなど、地域の防犯対策にもつながっていま
す。

今後の継続

職員に社会福祉士が3名、精神保健福祉士が1名在籍してい
るので、地域の方たちの福祉一般の相談を受けている実績
がある。他業種連携として歯科医師会のワークショップに
参加したり、虐待防止やユマニチュードなど外部研修を新
型コロナの感染予防を考慮した中で実施し、その力を地域
貢献に活かしている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「地域の一員として生活できる介護支援」を法人の理念の
ひとつとして掲げている。開設以来、今井町自治会主催の
イベントや地域の防災訓練への参加、当事業所の避難訓
練、日常的な外出、面会訪問を通して交流をはかり理念の
実現に努め、家庭的環境の中で地域との交流を図ってき
た。管理者と職員は、ミーティングの度に話し合い活動を
振り返ることで理念を共有し、日々のサービス提供に反映
できるよう努めている。

法人理念「地域の一員として生活できる介護支援を大切に
して、その人らしい生き方と尊厳を守り、次代を見通す介
護をします」を玄関に掲示しています。理念を具現化しや
すいよう6つのケア方針を掲げ、日々の支援で実践につなげ
ています。ミーティンにおいて、理念・ケア方針に即した
ケアが実践できているか、振り返りも行っています。ま
た、入職時には、法人の理念と運営方針が印字された名刺
サイズのカードと身分証明書を同一ケースに配布していま
す。

今後の継続

令和6年度の運営推進会議は、感染対策のため今井地域ケア
プラザの会議室を借り、ソーシャルディスタンスを取りな
がら対面で行っている。運営の状況や課題を話し合い、検
討し文章で報告して評価いただくなど双方向な会議を意識
しており、サービスの向上に活かしている。

今年度からは運営推進会議を、感染対策のため今井地域ケ
アプラザの会議室を借り、ソーシャルディスタンスを取り
ながら対面で行っています。建物オーナー・近隣住民・包
括支援センター職員・家族・利用者・事業所関係者に参加
いただき、事業所の現状や活動状況・事故・ヒヤリハット
などの報告や、地域の情報を入手する場として活用してお
り、意見交換しながらサービス向上に努めています。会議
後には議事録を作成し、閲覧できるようにしています。

今後の継続

高齢・障害支援課への運営推進会議の報告、受けられる
サービス申請（おむつの給付、理美容サービス券の給付、
予防接種に係わること）、生活支援担当者との利用者の生
活や病状の相談や共有、横浜市介護事業指導課への事故報
告書の提出など、事業所の取り組みを積極的に伝えるよう
に努めながら、協力関係を築くように取り組んでいる。

コロナ禍以降、集団指導講習・研修・講習会はオンライン
開催が主となっています。介護事業従事者として、把握す
べき事項は担当課・担当者に連絡して情報収集に努め、適
正な事業所運営を行っています。生活保護受給者の受け入
れを行っている関係で、保土ヶ谷区の生活支援課とも必要
に応じて情報共有を行い、担当者の来訪も年1回あります。
さらに、高齢・障害支援課とは、サービス申請（おむつの
給付、理美容サービス券の給付、予防接種に係わること）
についても、連絡を取り合っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度
について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不
安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

管理者と職員は、高齢者虐待とは具体的にどのような事を
言うのかを学ぶために職員研修の機会をもっている（高齢
者虐待防止法第2条3項,4項)。ホーム内研修を開催し管理者
と全職員で話し合って振り返り、学びの機会とした。虐待
防止に係わる一斉点検を行い、自己チェックシートでの自
己覚知と振り返り、虐待を見逃さない学習に努めている。
利用者が日常的に何でも話しやすい環境づくりに努めてい
る。職員のストレスにも配慮し、ミーティングの際あるい
は日常的に意見や思いを表出できるように努めている。

虐待防止検討委員会を年2回開催し、その中で不適切ケア・
虐待の定義や種類の確認・事例検討で話し合った内容を議
事録に纏め、共有を図っています。研修については、指針
やマニュアルの読み合わせと確認、作成した資料を基に行
う研修を行っています。また、自己チェックシートによる
振り返り、身体チェックも毎日欠かさず行うなどして、虐
待防止や早期発見に努めています。ストレスから、不適切
ケアにつながることを考慮し、理事長兼管理者は、毎日下
番報告をすることを徹底し、職員から1日の様子（悩みなど
も）について報告を受け、共有することで抱え込まないよ
う配慮しています。

「身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会」
を設置している。身体拘束の定義（厚生労働省告示第129
号）をホーム内に掲示し、研修を行うことで管理者及び全
職員が正しく理解できるよう努め、身体拘束をしないケア
に取り組んでいる。生命の擁護のためにやむを得ず一時的
に拘束が必要と判断された場合は、家族と十分に話し合う
場を設け「身体拘束等の理由・実施経過記録」を作成し、
理解と同意を得た上で職員への正しい理解と認識に努めて
いる。玄関の施錠については家族と十分に話し合い施錠し
ている（防犯上と事故防止のため）また、散歩など利用者
の希望により外に出られるよう努めている。

管理者・リーダー・職員を委員として、身体拘束適正化委
員会を年4回開催しています。委員会では、利用者の対応で
苦慮していること・センサーの使用・言葉がけの確認・事
例検討で話し合った内容を議事録に纏め、共有を図ってい
ます。研修については、指針やマニュアルの読み合わせと
確認、作成した資料を基に行う研修を年2回行っています。
また、自己チェックシートによる振り返りも行いながら、
身体拘束をしないケアに取り組んでいます。やむを得ず拘
束を行う場合には、「身体拘束等の理由・実施経過記録」
を作成し、家族に状況を十分に説明した上で話し合いをし
必要性を検討するとしています。

今後の継続

社会福祉士と精神保健福祉士の資格を持つ職員がいること
でいつでも権利擁護に関する制度について学ぶ機会を持つ
ことができる。研修の場も提供している。コミュニケー
ションの困難な状態や判断能力が低下した場合でも権利が
守られる研修（バイステックとプライバシー）、実践方法
（ＡＤＬの種類と評価・活用）の研修を行った。家族から
申し出があった時には、成年後見人制度についての話し合
いの機会を設けることができている。

入居前に、契約に関する説明と納得が得られるよう、運営
規定・契約書・重要事項の説明をしつつ、家族等の不安や
疑問点を尋ねている。入居の際には再度意思の確認をする
ことで、理解・納得を図っている。

今後の継続

家族とのケアプラン会議や主治医との面談、入退院の際な
どには、経過記録や健康管理記録を開示して様子を伝えて
いる。その中で利用者やご家族が意見や要望を表せるよう
に努めている。また日常的な面会や管理者との電話などで
もいつでも気持ちを表出しやすい関係性に努め、意見や要
望は記録に残して運営に反映できるようにしている。外部
の苦情受け付け窓口については玄関フロアに掲示してい
る。外部評価での家族意見を基にしたアドバイスを運営に
反映させている。

入居時に、重要事項説明書に明記している苦情相談窓口に
ついて説明を行うとともに玄関にも掲示しています。運営
推進会議・面会・電話・SMSでも意見や要望を伺っていま
す。ケアに関する内容は個人カルテや経過記録、それ以外
の内容については、相談記録に記入して共有しています。
また、外部評価受審時の家族アンケート結果も参考にしな
がら、サービス向上に努めています。

今後の継続
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心
を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きなが
らトレーニングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつく
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取組みをしている

同業者との交流を大切にしている。相互に連絡することに
より情報の交換を行うことで、サービスの質の向上に取り
組んでいる。ケアプラザからの依頼などで他職種のホーム
見学を受け入れている。

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めている

資格試験対策の勉強会をホーム内でも開催するなど、働き
ながら資格を取得できる機会の確保と質の向上に努めてい
る。現場で活躍している職員一人ひとりが実践と理論を結
び付けた介護を行うことができるよう研修・勉強が大切で
あると考えている。年度当初に研修計画を立て、ホーム内
の研修を受ける機会の確保をしている。全体ミーティング
では時間外手当がつき、休日には休日手当が支給される。
管理者は日常の中で職員と介護技術を一緒に見なおしアド
バイスをできるように現場に出る時間を作るように努めて
いる。

入職時のオリエンテーションは管理者が行っていますが、
OJTはリーダーが担当し、教わる職員が一貫して業務や介助
が行えるよう教育しています。毎年研修計画を立て、講師
担当職員が資料を作成して研修を行っています。また、事
業所内で資格試験対策の勉強会を開催するなど、働きなが
ら資格を取得できる機会の確保に努めながらスキルアップ
や資質向上に努めています。さらに、資格取得支援制度も
あり、向上心や、やりがいを持って働ける環境を整えてい
ます。

今後の継続

職員の意見や提案を聞く機会を設けるため、職員とのミー
ティングを適宜開催している。また、管理者と複数の役職
員が定期的に運営に関する会議を実施しており、意見や提
案を充分に聞くことにより、適材適所の配置、ストレスへ
の対応、職員の働く意欲の向上、さらには介護の質の確保
につながるように努めている。定時業務報告や相談だけで
はなく24時間いつでも意見や提案を受け取る体制をとって
いる。

日頃から職員とのコミュニケーションを心がけています
が、毎日下番報告をすることを徹底し、職員から1日の様子
（悩みなども）について報告を受けるようにしています。
適宜開催しているミーティングでも意見や提案を聴く機会
を設け、意見交換した後に業務やケアに反映させていま
す。また、適宜2号館の管理者・事務長・役員と合同で運営
会議も開催し、全体で共有すべき事項等についても話し合
いが行われています。

今後の継続

管理者は職員個々の勤務状況を把握できるようにしており
職員各自が向上心を持って働けるように職場環境・条件の
整備に努めており、各々の家庭の都合に合わせたシフト調
整するなど勤務時間の把握と配慮に努めている。働き方改
革の一環として夜勤者の負担軽減の為、朝食の冷凍配食
サービスの活用、業務記録もＩＴ化を進め簡便化を図って
いる。休憩室にはお茶用ポット、テレビ、安楽椅子を設置
するなど環境の整備を行っている。職員が働く中で介護福
祉士等資格を収得した時はお祝い金と毎月の資格手当や、
勤続による手当の改善、中退共に加入し退職金の積み立て
も行っている。本年度は就業規則を改定し、定年退職を70
歳まで延長した。

入職時に、勤務・服務・休暇・給与規程等の就業規則につ
いて説明してます。休憩室には、お茶用ポット・テレビ・
リクライニングチェアーも設置されています。有給休暇や
希望休暇も、希望通り取れるよう調整しながらシフト作成
を行うなど、ライフワークバランスに配慮しています。法
人で推奨している資格(介護福祉士等）を収得した職員には
手当を支給しており、職員が向上心を持てるような取り組
みがされています。また、年2回の賞与、定年退職の年齢を
引き上げたことで、意欲的に働ける環境整備に取り組んで
います。忘年会・暑気払いはコロナ禍以降中止していま
す。

今後の継続

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居相談では、本人に事前面接を実施し困りごと、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの信頼関係の構築に努めている。お茶を飲みながら面談
を実施することで、くつろげる雰囲気作りに配慮し本人が
気持ちを表現しやすいように工夫をしている。退院による
入居の場合には病院に出向いて本人の意向を確認してい
る。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくり
に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築
いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

ホーム内を見学していただくことで家族自身がホーム内の
雰囲気を実感していただけるよう配慮している。家族が
困っていること、不安なこと、要望に耳を傾けながら関係
づくりができるよう努めている。家族会の開催や行事やお
楽しみ会への参加を通じて、家族同士が話し合える機会を
持つことができるよう工夫している。

入居相談の時点より状況や意向を聴き把握することで課題
の抽出を実施している。健康上の課題、経済的な課題など
多様な生活上の課題を一緒に話し合う中で「その時」必要
としている支援を見極めて他のサービス利用も含めた対応
が提供できるように努めている。

新型コロナウィルス等の感染対策をおこないながらも家族
との面会や、従来通り電話や手紙、写真などを通して馴染
みの人との関係が途切れないように支援し、利用者が安心
してホームでの生活を送れるよう努めている。

入居前面談で、本人の馴染みの人や場所等を把握し、入居
後も馴染みの人や場所の関係を継続できるよう支援してい
ます。コロナウィルスが5類に移行した現在でも、面会は事
前予約制とし、飛沫シートも使用しながら玄関で面会して
いただくようにしています。電話の取り次ぎ、手紙の遣り
取りについても、希望があれば職員が手伝いながら関係性
を維持・継続できるよう支援しています。

今後の継続

職員にとって利用者は人生の先輩であり、教わることが
多々ある。利用者も職員も皆が毎日の暮らしの中で力を発
揮して協力し合うことで、暮らしを共にする者同士の信頼
関係を築いていけるよう努めている。

利用者を支えるために、職員は家族と日常的な報告や相談
を通してよく話し合い状況を共有できるよう努め、家族と
協力関係を築いている。利用者と家族のきずなを尊重でき
るよう家族の繋がりを大切に考えている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

利用者個々の持てる力を観察し、日々の共同生活に活かす
ことが、利用者の心地よい居場所の確保になることと、利
用者間の協調につながり、お互いに認め合い、支えあえ
る。これを支援する。

職員一人ひとりが、常に利用者の日常生活における希望や
意向の把握に努め、日々の暮らしの中でいつでも関心を寄
せコミュニケーションを図ることで、言葉や表情を汲み取
るよう努めている。そのことを記録し会議によって職員は
情報を共有している。

入居前面談で、本人・家族・介護支援専門員などから、過
去の生活歴・既往歴・趣味・嗜好品・暮らし方の希望など
を聴き取りながらアセスメントシートを作成しています。
入居後は、日々の関わりの中で、本人の言葉・表情・仕草
などから、思いや意向の汲み取りに努め、個人カルテ・
ケース記録に記入するとともに、申し送り・ミーティング
で情報を共有しています。「集団生活の場」であることを
前提に、極力意向に沿った支援が行えるよう努めていま
す。

今後の継続

家族等から生活歴や暮らし方、生活環境を聞き取り、これ
までの経過や暮らしの把握に努めている。個別の基本情報
とアセスメント表を作成している。

契約が終了しても、ご家族や本人との関係を大切にしてい
る。家族との連絡・相談支援も必要に応じて行っている。
過去に入居されていた方の家族から入居相談があり入居い
ただくこともある。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

個人記録への記録、必要時には焦点をあてて情報を集めて
記録することで心身の状態についての現状把握に努めてい
る。今までの暮らしで培ってきた力を発揮できて達成感や
居心地の良さを確保できるためにも現状と変化を捉えるこ
とで個別性の把握に努めている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成し
ている

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の
見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援している

令和3年から個人記録をＩＴ化し記録作業の簡便化に加え
て、記録の見やすさ、情報共有のしやすさを一層推し進め
ている。記録から実践、結果を共有しながら介護計画の見
直しに活かしている。計画作成担当者は、記録に関する外
部研修を受けている。

銀の鈴の利用者が急性期に重篤になったり、終末期を銀の
鈴で迎えたいとの利用者と家族が望んだ時は、家族、訪問
医、看護職員、介護職員などがチームで多機能性を発揮
し、可能な限り柔軟な対応と支援している。

家族、訪問医療の医師、訪問歯科、看護師職員、介護職
員、かかりつけ薬剤師、訪問マッサージ等、かかわる人た
ちが、利用者がより良く暮らすための課題とケアについて
話し合い、ときに利用者の意向については代弁者となり家
族と話し合いをし、意見やアイデアを反映し現状に即した
介護計画を作成している。また、体調や習慣にあわせた個
別の食事時間を設けるなど、画一さの排除も行っている。
急性期や終末期には、現状に即した介護計画を作成して
チームで共有している。

アセスメントシートの情報を基に、初回の介護計画を作成
し、2週間程を目安に心身の状態や生活の様子を観察しなが
ら情報収集に努めています。サービス担当者会議の前に家
族から意見や要望の聴き取りを行い、ケアカンファレンス
で個人カルテ・経過記録、医療関係者・訪問マッサージ師
の意見も取り入れながらアセスメントを行い、現状に即し
た介護計画の作成につなげています。介護計画の内容は、
入退院や状態の変化に応じて都度見直し・変更をかけなが
ら、本人とって必要な支援を提供しています。

今後の継続

建物のオーナーより非常時の為の井戸の整備、停電時の発
電設備等の支援、非常階段のメンテナンスを受け安全を担
保している。
また、地域の方が持っている畑で耕作や収穫をし、季節ご
との新鮮な野菜や果物をいただいている。

利用者と家族の希望によって馴染みの受診先での医療を受
けることができるよう支援している。その場合は家族を介
して情報交換を確実に行っている。ホームでは、訪問内科
（月2回）、皮膚科（月1回）、訪問歯科（月4回）の定期的
な医療体制を確立していることで、より適切な医療を定期
的に受けられるよう支援している。また医師及び医療機関
と本人及び家族との間の橋渡しとしての支援も行ってい
る。通院は家族の付き添いが原則だが、家族や後見人の要
望により付き添うこともある。こうした通院介助はご本人
をとりまく他職種、援助者間でコンセンサス確立のうえ行
われている。訪問マッサージを利用する利用者も複数おら
れる。

入居時に、事業所の協力医療機関について説明したうえ
で、本人と家族の希望を尊重して主治医を決めていただく
ようにしています。現在は、全員が協力医療機関(内科)か
ら月2回、皮膚科は月1回の訪問診療を受けています。歯科
医は必要な方のみ契約して、口腔ケアや必要な処置を受け
ています。従来のかかりつけ医、専門医を受診する際に
は、家族対応を原則としています。看護職員を配置し、週1
回の健康管理や爪切り等の処置が行われています。また、
身体機能の維持・向上を目的として、訪問リハビリマッ
サージと契約している方もいます。定期的に健康管理記録
を家族に郵送し、細かく心身の情報を伝え、家族に状態を
把握していただくようにしています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十
分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチー
ムで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協
力体制を築いている

看護職員が週に一度の健康管理を行うことで利用者の体調
の把握をしている。介護職員が日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを看護職員と管理者に伝えて訪問医に指
示・相談することで情報を共有し、適切な受診や看護を受
けられる機会を逸することなく支援している。

入院に至った折には情報を提供したり混乱の軽減や支援の
為にこまめに面会に努めている。家族と経過を共有し相談
支援をすることで安心できるように努めている。入院中は
リハビリや食事の経過を知るために訪問し、病院関係者
（主治医、ソーシャルワーカー等）との情報交換・相談を
することで退院後はホームでの生活に即対応できるよう配
慮している。病院関係者とご家族が面談を行う時には同意
を得てホーム職員が同席することで病院関係者との関係づ
くりを行っている。

地域消防署の指導の下、近隣の協力を得て、年２回の避難
訓練では、避難方法を身に着けるとともに、消火訓練、通
報訓練を実施している。そして家族会、運営推進会議で協
議のもと、災害時備品の用意をしている（非常食、飲料
水、トイレ、ポータブル電源、ランタン、マスク等）。建
物オーナーの支援によりプロパンガス使った発電機や、井
戸を掘って水を確保できるよう対策している。また、今井
町自治会と消防協定を締結している。

年2回の避難訓練では、昼夜の火災想定を中心に、水消火器
を使用しての消火訓練・通報・避難誘導訓練を取り入れ、
有事の際に迅速に対応できる方法を身につけています。備
蓄品については2週間分の水・食糧・衛生用品・ランタン・
ポータブルトイレ・ポータブル電源等を準備している他、
建物オーナーの好意で発電機(プロパンガス）の用意や、井
戸から水を汲み取ることができるようになっています。BCP
も策定しており、年2回は研修及び見直しを行っています。
さらに、平成30年に地域との消防協定も締結しています。

今後の継続

重度化に係る指針（重度化と終末期）により、利用者と家
族の希望（延命処置等）を伺い、書面の提出を受けてい
る。訪問医師の協力を得ながら、家族を始めかかわる全て
の人々と状況に応じた話し合いをし、チームでターミナル
に関する統一意見（ターミナルケアプラン）のもと看取り
の支援に取り組んでいる。

契約時に「重度化に係る指針について」説明し、併せて救
急搬送や延命処置の意向も確認して、同意書を取り交わし
ています。重篤化した際に、改めて看取りや、延命処置の
意向を確認するなど、家族の心情の変化に合わせて柔軟に
対応するようにしています。事業所での看取りを希望され
た際には、主治医・家族・事業所で方針を共有しながら、
穏やかな終末期を迎えられるよう支援しています。経験年
数の長い職員も多く在籍していますが、年1回は「緊急時の
対応」として看取り研修を行っています。

今後の継続

職員研修で｢事故防止の基本と危機意識｣について全職員が
学んでいる。誤飲、転倒など色々な急変や事故発生の場面
を想定し、マニュアル作成と訓練を行いホーム内研修を
行っている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付け
をしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

運営方針である「一人ひとりの息遣い・呼吸に合わせた介
護支援 」の実践に日々努めている。職員の都合による業務
を優先することなく、起床時間や食事の時間、休息、入
浴、散歩など、一人ひとりののペースに合わせて、その日
をどのように過ごしたいか、可能な限り希望に沿った支援
をしている。

利用者の好みに合った服を着ていただいている。これまで
の習慣を大切にし、自宅から持参した化粧品を日常的に使
用しておしゃれを楽しむこともできている。月一回、理容
師の訪問があり毛染めやパーマなどの希望に沿ったおしゃ
れを支援している（換気、消毒、マスク等感染対策のう
え、理容師はワクチン接種をしている）。自己決定を表出
することが困難な利用者には、これまでの生活歴や家族か
らの情報を参考にその人らしい身だしなみを整えられるよ
う支援している。

「その人らしい生き方と尊厳を守る」という法人理念の一
つに基づいて、常に利用者の人格を尊重した支援を実践で
きるように努めている。呼称は様付けでお呼びし敬語を使
用している。ミーティングでは介助の方法や声かけについ
て、常に一人ひとりの状況に合わせたプライバシーの確保
を徹底するように具体的に話し合っている。必要時にはケ
アプランとして立案し、言葉だけでなくジェスチャーやア
イコンタクトを活用して対応することを統一している。個
人情報の保護についてはホーム内研修、外部講習会で学ん
でいる。記録等個人情報の取り扱いには十分に配慮し、書
類の保管は書類保管庫に必ず施錠をし守秘の徹底に努めて
いる。日々の記録を置いてある書庫にも簡易施錠を設置し
てある。

法人理念の中に「その人らしい生き方と尊厳を守る」と掲
げています。理念に基づき利用者の生き方と尊厳を守るケ
アを実践する為、年間研修でも、プライバシー保護・接
遇・倫理・法令遵守・ハラスメント対策・認知症ケアにつ
いて理解を深めています。呼称については「様づけ」を基
本とし、利用者一人ひとりの個性・生活歴・人生観などを
受容することで、利用者の尊厳を尊重した対応を心がけて
います。個人情報に関わる書類については、鍵のかかる書
庫で保管することを徹底し、入職時にも誓約書を取り交わ
しています。

今後の継続

食材の買い出しでの食材の選定や、今日の献立、入浴の希
望、外出時の洋服の選定など日常生活の中で自己決定の機
会を設け希望を表出できるように働きかけている自分の誕
生会での食事の内容を決めたり、家族との電話の希望など
も表出できている。

利用者と職員が一緒にその日の献立を考えて食事作りや片
づけを行うことは、利用者の有する力を活かしこれまでの
暮らしを継続するためにも大切な支援であると捉え日々実
践している。また、旬の食材、嗜好品を購入し食事が楽し
みなものになるように支援している。自宅から使い慣れた
茶碗、湯飲み、箸など持参している。職員も一緒に楽しく
食べるようにしており介助する一方ではなく、職員との関
係作りに寄与している。庭で育てた野菜や、地域の畑でと
れた旬の野菜や果物をいただき食卓に取り入れている。

食材はネットスーパーや買い出しに行って調達していま
す。献立のメニューは職員の考案や、利用者の希望を取り
入れながら、職員が調理しています。食事は利用者の生活
において1番の楽しみでもあり、QOL向上につながることか
ら、盛り付けや色味を工夫し、旬の食材や各々の嗜好品も
取り入れています。庭で育てた野菜や、地域の方から頂い
た野菜・果物で一品足すこともあります。食事形態につい
ては、個々の嚥下能力に合わせて、刻み・トロミ・ムース
状の物を提供し、完食していただけるよう支援していま
す。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をして
いる

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援をしている

月4回の訪問歯科医による口腔ケアを実施している。職員は
歯科医師または歯科衛生士に一人ひとりの口腔状態につい
て説明とアドバイスを受けている。毎食後は習慣に基づい
た歯磨きができるように支援をし、利用者によっては職員
が磨き残しの確認やフォローを行っている。義歯は毎夕食
後に、入れ歯用のつけ置き洗浄剤を使用することで清潔を
保持している。口腔衛生管理に関わる助言内容によりケア
している。
個別に排泄状況、パターンの把握に努め、可能な限りトイレでの排泄
を促すことでオムツの使用量を減らす努力をしている。居室にトイレ
設置されているので、特に夜間の排泄が間に合わないことの防止に
なっている。気兼ねなく気持ちよく居室で排泄ができるため、プライ
バシーの保護にも役立っている。トイレで排泄を行えたことが生活全
般の活性化にも繋がった経験を基盤に自立に向けた支援を行ってい
る。

利用者一人ひとりの排泄パターンや状況を把握する為、全
員の排泄チェックを行っています。ご自身でトイレに行か
れる方はさり気なく確認し、職員の介入が必要な方は、時
間や仕草などのタイミングを見ながら声かけと誘導を行い
トイレで排泄できるよう支援しています。失敗が続いた方
はフロア会議で支援方法を検討し、失敗を減らせるように
努めています。居室にトイレが完備されていることから、
特に夜間においては失敗防止にもつながっています。

今後の継続

食事を作るときは、一人ひとりの食べられる量を勘案しな
がら食材の組み合わせによる栄養バランスを考えている。
必要に応じて水分摂取量を記録して1日を通して必要量を確
保できるように支援している。個別の状況を内科医、歯科
医師らと共有して、一人ひとりの歯の状態、咀嚼力、嚥下
状態、消化力、活動性など総合的にとらえて食材や食形態
を選択し支援している。特に水分摂取には野菜ジュース、
甘酒、スポーツドリンクも活用している。また、嚥下の状
態によりとろみをつけたり、メイバランス等の栄養機能食
品も採用している。

食事では食物繊維を意識したり、水分の補給のためにお茶類、スポー
ツドリンクなど好みに合わせて提供している。ヨーグルト（はちみつ
掛け）、乳酸菌飲料、アマニ油等を継続して便秘の予防に取り組んで
いる。また、本人・家族の了承のもとビオフェルミンの服用も検討す
る。気分転換と全身運動とを兼ねて、廊下の往復やモップがけ、体操
のＤＶＤを見て体を動かすなど工夫をしている。個別の排便パターン
を把握したり、必要に応じてかかりつけ医に相談している。

本人の意向に沿った方法（湯船やミストシャワーなど）や日時を可能
な限り考慮し意向を汲んでいる。炭酸泉を設置、季節により、菖蒲
湯、ゆず湯、入浴剤を入れるなど入浴を楽しめるように工夫。入浴へ
の恐怖心が軽減できるように滑り止めマットを使用するなどして安全
面に配慮し、安心・安全にできるようにしている。シャワー用車椅子
を用意し、車椅子の利用者がより安心して入浴できるようにしてい
る。同性の介助を希望される方にはその要望を汲み取り同性介助を実
施し羞恥心に配慮している。入浴拒否の対応としては誘う方法（声か
けの時間を置く、職員の交替、暖かい時間をえらんで声かけする等）
をチームで工夫をしている。吊り下げ式の入浴リフトを設置したこと
で、入浴が困難だった利用者が安心して入浴できるようになり、職員
の腰痛対策としても機能している。

3日に1回を基本とし、時間や回数は利用者の希望に応じて
柔軟に対応しています。炭酸泉を設置している他、季節の
菖蒲やゆず湯、入浴剤を入れるなど入浴を楽しめるように
工夫しています。今年度、吊り下げ式の入浴リフトを設置
したことで、入浴が困難だった利用者が安心して入浴でき
るようになり、職員の腰痛対策としても活用しています。
同性介助を希望される方は極力同性職員で対応できるよう
配慮しています。入浴後には保湿クリームを塗布して乾燥
対策を講じ、脱水症対策で水分を摂取してもらうようにし
ています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分
転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使える
ように支援している

日中は一人ひとりの体力や活気などの様子を捉えることで
適宜、ひと休みできるように支援している。就寝時間につ
いては、本人の生活習慣や体調に合わせた希望の時間に休
むことができるようにしている。日中に適度に体を動かす
ことで夜間の安眠に繋げられるよう工夫している。更に気
持ちよく休息できるよう寝具を清潔に保ち、ベット周りの
環境を整えている。冬期は足浴や布団の足元を温めて安眠
を支援している。

かかりつけ医から処方された薬は、効能書きを個別にファ
イルして管理し、職員は薬の目的、副作用、用法用量につ
いて十分に理解できるように努めている。特に医師の指示
で薬が変わった時には、家族とも情報を共有し職員間での
申し送りを行っている。職員は症状の変化の確認に努め、
医師や薬剤師に相談できる体制となっている。

原則的には、必要となった品は家族が持参される。（お金
を所持することは家族の意向にもよる。）

一人ひとりの生活歴や有する力を活かして、家事全般や庭
仕事などの役割の支援を行っている。耕作、野菜の収穫、
動物の世話（抱く、散歩）など行っている。また、浴衣や
法被で写真を撮ったり、節分、お月見など季節ごとの行事
とお食事などで楽しみ、気分転換を誘っている。思い出を
写真に残し掲示することで後々も思い出すことができ日々
の張り合いにつなげられている。

畑仕事、ゴミ捨てなどの他に、利用者の希望で散歩や花摘
み、戸外での日光浴など日常的に支援している。感染予防
の観点から、公共交通機関や三密の状況を避けるため、家
族の自家用車や場合によっては介護タクシーでの外出がで
きるよう支援している。ホームの車でドライブに出かける
支援も行っている。

天気や気候の良い日には、事業所周辺を散歩したり、花摘
み、外気浴など利用者の希望に応じて対応しています。人
によっては、畑で栽培している野菜のお世話や、一緒にゴ
ミ捨てに行くことを日課にしている方もいます。コロナ禍
以前のように大勢での外出や外食支援は自粛しています
が、個別支援で、桜・つつじ・藤の花を見にドライブにお
連れしています。社会情勢を考慮しながら、合同行事や家
族参加型の外出も再開したいと考えています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

ご家族にのみ番号を開示している携帯電話を設置し、いつ
でもご家族からの電話を取り次ぐことができる。また、利
用者からの申し出があれば、自由に使用できるよう支援し
ている。絵手紙や年賀状などが届いたら、やり取りができ
るよう支援している。

居室には本人が家庭で使い慣れたものや、思い出のあるも
のを持参して、本人と家族が思い思いに家具の配置やコー
ディネートを行っており、居心地よく過ごせるよう工夫を
している。例えば、タンス、鏡台、時計、家族の写真な
ど、自宅使用の馴染みのもの、大切なものを持参してい
る。居室にテレビを持ち込み、利用者の好きな番組を見た
り、新聞をゆっくり読む等居心地よく過ごせる配慮をして
いる。

各居室にはトイレ、洗面台、トイレ、エアコン、クロー
ゼットは完備されています。入居時には、1日でも早く慣れ
ていただく為にも、使い慣れた家具や、思い出の調度品を
持ち込んでいただくことを勧めています。ベッド・タン
ス・鏡台・オーディオ・テレビ・机・時計・家族の写真な
どが持ち込まれ、思い思いに過ごせる居室となっていま
す。ADLや認知機能の低下により、危険が生じる場合は家族
に連絡し、撤去や配置換えを行うこともあります。

今後の継続

居室ドアの前には表札、家族と本人の思い出の写真を掲示
するなど「分かること」を活かす工夫をしている。入浴で
は浴槽に入る時に、滑り止めマットを使用して、安全・安
楽に入浴できる支援をしている。
杖歩行の利用者には、胸までの歩行器を使用することで、
できるだけ「自分のことは自分でしたい」とのという本人
の意向と達成感をかなえるための支援をしている。居室に
は必要に応じて手すりを取り付けるなど工夫している。

リビングからランドマークタワーや夏の花火も見え、窓の
下は畑で、地域の方々が四季折々の野菜や花木を育ててお
られるのを見せてもらっている。また正月は特注の門松、
雛人形、節句人形、お月見のお供えなど季節風習を取り入
れ季節感を味わっている。ホーム内の飾りつけは、幼稚で
非家庭的なものでなく、一般の家庭的な雰囲気つくりに努
めている。お楽しみ会・お誕生会などの写真が貼ってある
ことで、思い出の共有と空間認識ができてよいとの意見も
外部から頂戴した。共用空間は絶えず清潔を心がけ、利用
者とともに毎日掃除を徹底している。更に清掃専門業者に
共有部分や居室は清掃を依頼している。温度・換気・湿度
の管理に配慮し、居心地よく過ごせる工夫している。コロ
ナ禍の中、チェック表により館内の消毒を徹底している。
また、ウィルスレベルの超微粒子を99％除去できる空気清
浄機を設置している。

共用空間は、動線の確保・整理整頓を心がけ、室温・湿
度・採光の管理も職員によって行われ、快適に過ごせる空
間作りを意識しています。窓からは四季折々の山や果樹木
を見ながら季節感を感じることができ、ランドマークタ
ワー・花火を臨むこともできます。壁面の装飾は、季節の
物・行事の写真や作品を飾り、思い出を共有できるように
しています。また、年2回は清掃業者による全体清掃も行わ
れています。チェック表に基づいた館内の消毒を徹底や、
ウィルスレベルの超微粒子を99％除去できる空気清浄機を
設置しています。リビングに設置しているテーブルも、2人
用テーブルから1人用に変更するなど、感染症防止策も継続
して行っています。

今後の継続

感染予防に配慮し距離を取っているが、気のあった利用者同士で過ご
せるようテーブル、椅子の配置を工夫している。また、会話を楽しみ
たい方、テレビを見たい方、音楽を聴きたい方それぞれに居場所を確
保できるようにし、1人でもくつろげるようにしている。
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グループホーム銀の鈴
事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 30

新型コロナ、インフル
エンザ、マイコプラズ
マ等、流行している感
染症への対策

ホーム内での感染症の
蔓延を防ぐ

１年

2 7
高齢者虐待防止への継
続的な取り組み

虐待を防止する全ての
措置を実施する

１年

3 35
災害時でも業務が継続
できる体制づくり

業務継続計画に沿って
災害時に業務が継続で
きるようにする

１年

4 12 介護職員の人手確保
長く安心して働くこと
のできる職場環境を作
る

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

処遇の改善、定年を70
歳に延長。中退共によ
る退職金積立ての活
用。IT活用による業務
軽減。家庭の都合に合
わせた柔軟なシフト調
整。

目　標　達　成　計　画

今後も基本的な感染対
策を徹底する。
また、利用者の予防接
種を実施する。

指針の作成、担当者設
置、研修はこれまでも
実施してきている。定
期的な委員会の開催と
周知を実施する。

災害時用の備品を整え
る。マニュアルに沿っ
た訓練を行う。

目　　標

こもれびの郷

令和7年2月24日
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム銀の鈴

 ユニット名 虹の郷

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

開設以来、特別会員として今井町自治会に参加している。
また運営推進会議の地域代表の方々とは会議等を通じて交
流している。今井地域ケアプラザとの相談を通じ、当事業
所も地域の社会資源として双方向に活動交流し、利用者が
地域で暮らせる基盤作りをしている。

職員に社会福祉士が3名、精神保健福祉士が1名在籍してい
るので、地域の方たちの福祉一般の相談を受けている実績
がある。他業種連携として歯科医師会のワークショップに
参加したり、虐待防止やユマニチュードなど外部研修を新
型コロナの感染予防を考慮した中で実施し、その力を地域
貢献に活かしている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

「地域の一員として生活できる介護支援」を法人の理念の
ひとつとして掲げている。開設以来、今井町自治会主催の
イベントや地域の防災訓練への参加、当事業所の避難訓
練、日常的な外出、面会訪問を通して交流をはかり理念の
実現に努め、家庭的環境の中で地域との交流を図ってき
た。管理者と職員は、ミーティングの度に話し合い活動を
振り返ることで理念を共有し、日々のサービス提供に反映
できるよう努めている。

令和6年度の運営推進会議は、感染対策のため今井地域ケア
プラザの会議室を借り、ソーシャルディスタンスを取りな
がら対面で行っている。運営の状況や課題を話し合い、検
討し文章で報告して評価いただくなど双方向な会議を意識
しており、サービスの向上に活かしている。

高齢・障害支援課への運営推進会議の報告、受けられる
サービス申請（おむつの給付、理美容サービス券の給付、
予防接種に係わること）、生活支援担当者との利用者の生
活や病状の相談や共有、横浜市介護事業指導課への事故報
告書の提出など、事業所の取り組みを積極的に伝えるよう
に努めながら、協力関係を築くように取り組んでいる。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

「身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会」
を設置している。身体拘束の定義（厚生労働省告示第129
号）をホーム内に掲示し、研修を行うことで管理者及び全
職員が正しく理解できるよう努め、身体拘束をしないケア
に取り組んでいる。生命の擁護のためにやむを得ず一時的
に拘束が必要と判断された場合は、家族と十分に話し合う
場を設け「身体拘束等の理由・実施経過記録」を作成し、
理解と同意を得た上で職員への正しい理解と認識に努めて
いる。玄関の施錠については家族と十分に話し合い施錠し
ている（防犯上と事故防止のため）また、散歩など利用者
の希望により外に出られるよう努めている。

管理者と職員は、高齢者虐待とは具体的にどのような事を
言うのかを学ぶために職員研修の機会をもっている（高齢
者虐待防止法第2条3項,4項)。ホーム内研修を開催し管理者
と全職員で話し合って振り返り、学びの機会とした。虐待
防止に係わる一斉点検を行い、自己チェックシートでの自
己覚知と振り返り、虐待を見逃さない学習に努めている。
利用者が日常的に何でも話しやすい環境づくりに努めてい
る。職員のストレスにも配慮し、ミーティングの際あるい
は日常的に意見や思いを表出できるように努めている。

社会福祉士と精神保健福祉士の資格を持つ職員がいること
でいつでも権利擁護に関する制度について学ぶ機会を持つ
ことができる。研修の場も提供している。コミュニケー
ションの困難な状態や判断能力が低下した場合でも権利が
守られる研修（バイステックとプライバシー）、実践方法
（ＡＤＬの種類と評価・活用）の研修を行った。家族から
申し出があった時には、成年後見人制度についての話し合
いの機会を設けることができている。

入居前に、契約に関する説明と納得が得られるよう、運営
規定・契約書・重要事項の説明をしつつ、家族等の不安や
疑問点を尋ねている。入居の際には再度意思の確認をする
ことで、理解・納得を図っている。
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10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

家族とのケアプラン会議や主治医との面談、入退院の際な
どには、経過記録や健康管理記録を開示して様子を伝えて
いる。その中で利用者やご家族が意見や要望を表せるよう
に努めている。また日常的な面会や管理者との電話などで
もいつでも気持ちを表出しやすい関係性に努め、意見や要
望は記録に残して運営に反映できるようにしている。外部
の苦情受け付け窓口については玄関フロアに掲示してい
る。外部評価での家族意見を基にしたアドバイスを運営に
反映させている。

職員の意見や提案を聞く機会を設けるため、職員とのミー
ティングを適宜開催している。また、管理者と複数の役職
員が定期的に運営に関する会議を実施しており、意見や提
案を充分に聞くことにより、適材適所の配置、ストレスへ
の対応、職員の働く意欲の向上、さらには介護の質の確保
につながるように努めている。定時業務報告や相談だけで
はなく24時間いつでも意見や提案を受け取る体制をとって
いる。

管理者は職員個々の勤務状況を把握できるようにしており
職員各自が向上心を持って働けるように職場環境・条件の
整備に努めており、各々の家庭の都合に合わせたシフト調
整するなど勤務時間の把握と配慮に努めている。働き方改
革の一環として夜勤者の負担軽減の為、朝食の冷凍配食
サービスの活用、業務記録もＩＴ化を進め簡便化を図って
いる。休憩室にはお茶用ポット、テレビ、安楽椅子を設置
するなど環境の整備を行っている。職員が働く中で介護福
祉士等資格を収得した時はお祝い金と毎月の資格手当や、
勤続による手当の改善、中退共に加入し退職金の積み立て
も行っている。本年度は就業規則を改定し、定年退職を70
歳まで延長した。

資格試験対策の勉強会をホーム内でも開催するなど、働き
ながら資格を取得できる機会の確保と質の向上に努めてい
る。現場で活躍している職員一人ひとりが実践と理論を結
び付けた介護を行うことができるよう研修・勉強が大切で
あると考えている。
年度当初に研修計画を立て、ホーム内の研修を受ける機会
の確保をしている。全体ミーティングでは時間外手当がつ
き、休日には休日手当が支給される。管理者は日常の中で
職員と介護技術を一緒に見なおしアドバイスをできるよう
に現場に出る時間を作るように努めている。
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14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

同業者との交流を大切にしている。相互に連絡することに
より情報の交換を行うことで、サービスの質の向上に取り
組んでいる。ケアプラザからの依頼などで他職種のホーム
見学を受け入れている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居相談では、本人に事前面接を実施し困りごと、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの信頼関係の構築に努めている。お茶を飲みながら面談
を実施することで、くつろげる雰囲気作りに配慮し本人が
気持ちを表現しやすいように工夫をしている。退院による
入居の場合には病院に出向いて本人の意向を確認してい
る。

ホーム内を見学していただくことで家族自身がホーム内の
雰囲気を実感していただけるよう配慮している。家族が
困っていること、不安なこと、要望に耳を傾けながら関係
づくりができるよう努めている。家族会の開催や行事やお
楽しみ会への参加を通じて、家族同士が話し合える機会を
持つことができるよう工夫している。

入居相談の時点より状況や意向を聴き把握することで課題
の抽出を実施している。健康上の課題、経済的な課題など
多様な生活上の課題を一緒に話し合う中で「その時」必要
としている支援を見極めて他のサービス利用も含めた対応
が提供できるように努めている。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

職員にとって利用者は人生の先輩であり、教わることが
多々ある。利用者も職員も皆が毎日の暮らしの中で力を発
揮して協力し合うことで、暮らしを共にする者同士の信頼
関係を築いていけるよう努めている。

利用者を支えるために、職員は家族と日常的な報告や相談
を通してよく話し合い状況を共有できるよう努め、家族と
協力関係を築いている。利用者と家族のきずなを尊重でき
るよう家族の繋がりを大切に考えている。

契約が終了しても、ご家族や本人との関係を大切にしてい
る。家族との連絡・相談支援も必要に応じて行っている。
過去に入居されていた方の家族から入居相談があり入居い
ただくこともある。

新型コロナウィルス等の感染対策をおこないながらも家族
との面会や、従来通り電話や手紙、写真などを通して馴染
みの人との関係が途切れないように支援し、利用者が安心
してホームでの生活を送れるよう努めている。

利用者個々の持てる力を観察し、日々の共同生活に活かす
ことが、利用者の心地よい居場所の確保になることと、利
用者間の協調につながり、お互いに認め合い、支えあえ
る。これを支援する。
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23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員一人ひとりが、常に利用者の日常生活における希望や
意向の把握に努め、日々の暮らしの中でいつでも関心を寄
せコミュニケーションを図ることで、言葉や表情を汲み取
るよう努めている。そのことを記録し会議によって職員は
情報を共有している。

家族、訪問医療の医師、訪問歯科、看護師職員、介護職
員、かかりつけ薬剤師、訪問マッサージ等、かかわる人た
ちが、利用者がより良く暮らすための課題とケアについて
話し合い、ときに利用者の意向については代弁者となり家
族と話し合いをし、意見やアイデアを反映し現状に即した
介護計画を作成している。また、体調や習慣にあわせた個
別の食事時間を設けるなど、画一さの排除も行っている。
急性期や終末期には、現状に即した介護計画を作成して
チームで共有している。

家族等から生活歴や暮らし方、生活環境を聞き取り、これ
までの経過や暮らしの把握に努めている。個別の基本情報
とアセスメント表を作成している。

個人記録への記録、必要時には焦点をあてて情報を集めて
記録することで心身の状態についての現状把握に努めてい
る。今までの暮らしで培ってきた力を発揮できて達成感や
居心地の良さを確保できるためにも現状と変化を捉えるこ
とで個別性の把握に努めている。
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27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

令和3年から個人記録をＩＴ化し記録作業の簡便化に加え
て、記録の見やすさ、情報共有のしやすさを一層推し進め
ている。記録から実践、結果を共有しながら介護計画の見
直しに活かしている。計画作成担当者は、記録に関する外
部研修を受けている。

利用者と家族の希望によって馴染みの受診先での医療を受
けることができるよう支援している。その場合は家族を介
して情報交換を確実に行っている。ホームでは、訪問内科
（月2回）、皮膚科（月1回）、訪問歯科（月4回）の定期的
な医療体制を確立していることで、より適切な医療を定期
的に受けられるよう支援している。また医師及び医療機関
と本人及び家族との間の橋渡しとしての支援も行ってい
る。通院は家族の付き添いが原則だが、家族や後見人の要
望により付き添うこともある。こうした通院介助はご本人
をとりまく他職種、援助者間でコンセンサス確立のうえ行
われている。訪問マッサージを利用する利用者も複数おら
れる。

銀の鈴の利用者が急性期に重篤になったり、終末期を銀の
鈴で迎えたいとの利用者と家族が望んだ時は、家族、訪問
医、看護職員、介護職員などがチームで多機能性を発揮
し、可能な限り柔軟な対応と支援している。

建物のオーナーより非常時の為の井戸の整備、停電時の発
電設備等の支援、非常階段のメンテナンスを受け安全を担
保している。
また、地域の方が持っている畑で耕作や収穫をし、季節ご
との新鮮な野菜や果物をいただいている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

看護職員が週に一度の健康管理を行うことで利用者の体調
の把握をしている。介護職員が日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを看護職員と管理者に伝えて訪問医に指
示・相談することで情報を共有し、適切な受診や看護を受
けられる機会を逸することなく支援している。

職員研修で｢事故防止の基本と危機意識｣について全職員が
学んでいる。誤飲、転倒など色々な急変や事故発生の場面
を想定し、マニュアル作成と訓練を行いホーム内研修を
行っている。

地域消防署の指導の下、近隣の協力を得て、年２回の避難
訓練では、避難方法を身に着けるとともに、消火訓練、通
報訓練を実施している。そして家族会、運営推進会議で協
議のもと、災害時備品の用意をしている（非常食、飲料
水、トイレ、ポータブル電源、ランタン、マスク等）。建
物オーナーの支援によりプロパンガス使った発電機や、井
戸を掘って水を確保できるよう対策している。また、今井
町自治会と消防協定を締結している。

入院に至った折には情報を提供したり混乱の軽減や支援の
為にこまめに面会に努めている。家族と経過を共有し相談
支援をすることで安心できるように努めている。入院中は
リハビリや食事の経過を知るために訪問し、病院関係者
（主治医、ソーシャルワーカー等）との情報交換・相談を
することで退院後はホームでの生活に即対応できるよう配
慮している。病院関係者とご家族が面談を行う時には同意
を得てホーム職員が同席することで病院関係者との関係づ
くりを行っている。

重度化に係る指針（重度化と終末期）により、利用者と家
族の希望（延命処置等）を伺い、書面の提出を受けてい
る。訪問医師の協力を得ながら、家族を始めかかわる全て
の人々と状況に応じた話し合いをし、チームでターミナル
に関する統一意見（ターミナルケアプラン）のもと看取り
の支援に取り組んでいる。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

運営方針である「一人ひとりの息遣い・呼吸に合わせた介
護支援 」の実践に日々努めている。職員の都合による業務
を優先することなく、起床時間や食事の時間、休息、入
浴、散歩など、一人ひとりののペースに合わせて、その日
をどのように過ごしたいか、可能な限り希望に沿った支援
をしている。

利用者の好みに合った服を着ていただいている。これまで
の習慣を大切にし、自宅から持参した化粧品を日常的に使
用しておしゃれを楽しむこともできている。月一回、理容
師の訪問があり毛染めやパーマなどの希望に沿ったおしゃ
れを支援している（換気、消毒、マスク等感染対策のう
え、理容師はワクチン接種をしている）。自己決定を表出
することが困難な利用者には、これまでの生活歴や家族か
らの情報を参考にその人らしい身だしなみを整えられるよ
う支援している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

「その人らしい生き方と尊厳を守る」という法人理念の一
つに基づいて、常に利用者の人格を尊重した支援を実践で
きるように努めている。呼称は様付けでお呼びし敬語を使
用している。ミーティングでは介助の方法や声かけについ
て、常に一人ひとりの状況に合わせたプライバシーの確保
を徹底するように具体的に話し合っている。必要時にはケ
アプランとして立案し、言葉だけでなくジェスチャーやア
イコンタクトを活用して対応することを統一している。個
人情報の保護についてはホーム内研修、外部講習会で学ん
でいる。記録等個人情報の取り扱いには十分に配慮し、書
類の保管は書類保管庫に必ず施錠をし守秘の徹底に努めて
いる。日々の記録を置いてある書庫にも簡易施錠を設置し
てある。

食材の買い出しでの食材の選定や、今日の献立、入浴の希
望、外出時の洋服の選定など日常生活の中で自己決定の機
会を設け希望を表出できるように働きかけている自分の誕
生会での食事の内容を決めたり、家族との電話の希望など
も表出できている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

月4回の訪問歯科医による口腔ケアを実施している。職員は
歯科医師または歯科衛生士に一人ひとりの口腔状態につい
て説明とアドバイスを受けている。毎食後は習慣に基づい
た歯磨きができるように支援をし、利用者によっては職員
が磨き残しの確認やフォローを行っている。義歯は毎夕食
後に、入れ歯用のつけ置き洗浄剤を使用することで清潔を
保持している。口腔衛生管理に関わる助言内容によりケア
している。

個別に排泄状況、パターンの把握に努め、可能な限りトイ
レでの排泄を促すことでオムツの使用量を減らす努力をし
ている。居室にトイレ設置されているので、特に夜間の排
泄が間に合わないことの防止になっている。気兼ねなく気
持ちよく居室で排泄ができるため、プライバシーの保護に
も役立っている。トイレで排泄を行えたことが生活全般の
活性化にも繋がった経験を基盤に自立に向けた支援を行っ
ている。

利用者と職員が一緒にその日の献立を考えて食事作りや片
づけを行うことは、利用者の有する力を活かしこれまでの
暮らしを継続するためにも大切な支援であると捉え日々実
践している。また、旬の食材、嗜好品を購入し食事が楽し
みなものになるように支援している。自宅から使い慣れた
茶碗、湯飲み、箸など持参している。職員も一緒に楽しく
食べるようにしており介助する一方ではなく、職員との関
係作りに寄与している。庭で育てた野菜や、地域の畑でと
れた旬の野菜や果物をいただき食卓に取り入れている。

食事を作るときは、一人ひとりの食べられる量を勘案しな
がら食材の組み合わせによる栄養バランスを考えている。
必要に応じて水分摂取量を記録して1日を通して必要量を確
保できるように支援している。個別の状況を内科医、歯科
医師らと共有して、一人ひとりの歯の状態、咀嚼力、嚥下
状態、消化力、活動性など総合的にとらえて食材や食形態
を選択し支援している。特に水分摂取には野菜ジュース、
甘酒、スポーツドリンクも活用している。また、嚥下の状
態によりとろみをつけたり、メイバランス等の栄養機能食
品も採用している。
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44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

日中は一人ひとりの体力や活気などの様子を捉えることで
適宜、ひと休みできるように支援している。就寝時間につ
いては、本人の生活習慣や体調に合わせた希望の時間に休
むことができるようにしている。日中に適度に体を動かす
ことで夜間の安眠に繋げられるよう工夫している。更に気
持ちよく休息できるよう寝具を清潔に保ち、ベット周りの
環境を整えている。冬期は足浴や布団の足元を温めて安眠
を支援している。

かかりつけ医から処方された薬は、効能書きを個別にファ
イルして管理し、職員は薬の目的、副作用、用法用量につ
いて十分に理解できるように努めている。特に医師の指示
で薬が変わった時には、家族とも情報を共有し職員間での
申し送りを行っている。職員は症状の変化の確認に努め、
医師や薬剤師に相談できる体制となっている。

食事では食物繊維を意識したり、水分の補給のためにお茶
類、スポーツドリンクなど好みに合わせて提供している。
ヨーグルト（はちみつ掛け）、乳酸菌飲料、アマニ油等を
継続して便秘の予防に取り組んでいる。また、本人・家族
の了承のもとビオフェルミンの服用も検討する。気分転換
と全身運動とを兼ねて、廊下の往復やモップがけ、体操の
ＤＶＤを見て体を動かすなど工夫をしている。個別の排便
パターンを把握したり、必要に応じてかかりつけ医に相談
している。

本人の意向に沿った方法（湯船やミストシャワーなど）や
日時を可能な限り考慮し意向を汲んでいる。炭酸泉を設
置、季節により、菖蒲湯、ゆず湯、入浴剤を入れるなど入
浴を楽しめるように工夫。入浴への恐怖心が軽減できるよ
うに滑り止めマットを使用するなどして安全面に配慮し、
安心・安全にできるようにしている。シャワー用車椅子を
用意し、車椅子の利用者がより安心して入浴できるように
している。同性の介助を希望される方にはその要望を汲み
取り同性介助を実施し羞恥心に配慮している。入浴拒否の
対応としては誘う方法（声かけの時間を置く、職員の交
替、暖かい時間をえらんで声かけする等）をチームで工夫
をしている。吊り下げ式の入浴リフトを設置したことで、
入浴が困難だった利用者が安心して入浴できるようにな
り、職員の腰痛対策としても機能している。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

原則的には、必要となった品は家族が持参される。（お金
を所持することは家族の意向にもよる。）

ご家族にのみ番号を開示している携帯電話を設置し、いつ
でもご家族からの電話を取り次ぐことができる。また、利
用者からの申し出があれば、自由に使用できるよう支援し
ている。絵手紙や年賀状などが届いたら、やり取りができ
るよう支援している。

一人ひとりの生活歴や有する力を活かして、家事全般や庭
仕事などの役割の支援を行っている。耕作、野菜の収穫、
動物の世話（抱く、散歩）など行っている。また、浴衣や
法被で写真を撮ったり、節分、お月見など季節ごとの行事
とお食事などで楽しみ、気分転換を誘っている。思い出を
写真に残し掲示することで後々も思い出すことができ日々
の張り合いにつなげられている。

畑仕事、ゴミ捨てなどの他に、利用者の希望で散歩や花摘
み、戸外での日光浴など日常的に支援している。感染予防
の観点から、公共交通機関や三密の状況を避けるため、家
族の自家用車や場合によっては介護タクシーでの外出がで
きるよう支援している。ホームの車でドライブに出かける
支援も行っている。
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52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

居室には本人が家庭で使い慣れたものや、思い出のあるも
のを持参して、本人と家族が思い思いに家具の配置やコー
ディネートを行っており、居心地よく過ごせるよう工夫を
している。例えば、タンス、鏡台、時計、家族の写真な
ど、自宅使用の馴染みのもの、大切なものを持参してい
る。居室にテレビを持ち込み、利用者の好きな番組を見た
り、新聞をゆっくり読む等居心地よく過ごせる配慮をして
いる。

居室ドアの前には表札、家族と本人の思い出の写真を掲示
するなど「分かること」を活かす工夫をしている。入浴で
は浴槽に入る時に、滑り止めマットを使用して、安全・安
楽に入浴できる支援をしている。
杖歩行の利用者には、胸までの歩行器を使用することで、
できるだけ「自分のことは自分でしたい」とのという本人
の意向と達成感をかなえるための支援をしている。居室に
は必要に応じて手すりを取り付けるなど工夫している。

リビングからランドマークタワーや夏の花火も見え、窓の
下は畑で、地域の方々が四季折々の野菜や花木を育ててお
られるのを見せてもらっている。また正月は特注の門松、
雛人形、節句人形、お月見のお供えなど季節風習を取り入
れ季節感を味わっている。ホーム内の飾りつけは、幼稚で
非家庭的なものでなく、一般の家庭的な雰囲気つくりに努
めている。お楽しみ会・お誕生会などの写真が貼ってある
ことで、思い出の共有と空間認識ができてよいとの意見も
外部から頂戴した。共用空間は絶えず清潔を心がけ、利用
者とともに毎日掃除を徹底している。更に清掃専門業者に
共有部分や居室は清掃を依頼している。温度・換気・湿度
の管理に配慮し、居心地よく過ごせる工夫している。コロ
ナ禍の中、チェック表により館内の消毒を徹底している。
また、ウィルスレベルの超微粒子を99％除去できる空気清
浄機を設置している。

感染予防に配慮し距離を取っているが、気のあった利用者
同士で過ごせるようテーブル、椅子の配置を工夫してい
る。また、会話を楽しみたい方、テレビを見たい方、音楽
を聴きたい方それぞれに居場所を確保できるようにし、1人
でもくつろげるようにしている。
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グループホーム銀の鈴
事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 30

新型コロナ、インフル
エンザ、マイコプラズ
マ等、流行している感
染症への対策

ホーム内での感染症の
蔓延を防ぐ

１年

2 7
高齢者虐待防止への継
続的な取り組み

虐待を防止する全ての
措置を実施する

１年

3 35
災害時でも業務が継続
できる体制づくり

業務継続計画に沿って
災害時に業務が継続で
きるようにする

１年

4 12 介護職員の人手確保
長く安心して働くこと
のできる職場環境を作
る

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

虹の郷

令和7年2月24日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

今後も基本的な感染対
策を徹底する。
また、利用者の予防接
種を実施する。

指針の作成、担当者設
置、研修はこれまでも
実施してきている。定
期的な委員会の開催と
周知を実施する。

災害時用の備品を整え
る。マニュアルに沿っ
た訓練を行う。

処遇の改善、定年を70
歳に延長。中退共によ
る退職金積立ての活
用。IT活用による業務
軽減。家庭の都合に合
わせた柔軟なシフト調
整。
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